
こおりやま市

郡 山 市 の 公 共 交 通 に つ い て

【郡 山 市】

◇面 積 ： ７５７．０６ｋ㎡

◆人 口 ： ３２８，５２８人
（平成２６年１月１日現在）
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郡山市の位置
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●高齢者及び女性の自動車運転免許保有率の上昇と自動車保
有台数の増加に伴い、第1回郡山都市圏パーソントリップ調査
時に比べ、自動車分担率が高くなっている。

図 郡山市における交通手段分担

◆過度の自動車依存からの脱却と公共交通の利用促進

交通を取り巻く現状と課題
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■代表交通手段利用率（全国・平日）

～平成１７年全国都市交通特性調査集計結果より抜粋～

平成17年
全 国



交通を取り巻く現状と課題

●市の人口が
減少傾向に
ある中、高
齢者の人口
割合は増加
が予測され、
特に郊外部
でその傾向
が顕著。

●市の人口が
減少傾向に
ある中、高
齢者の人口
割合は増加
が予測され、
特に郊外部
でその傾向
が顕著。

図 高齢者（65歳以上）人口割合の地域分布

◆過度の自動車依存からの脱却と公共交通の利用促進

郊外部で
高い高齢
化率



◆過度の自動車依存からの脱却と公共交通の利用促進

交通を取り巻く現状と課題

凡 例

平成12年DID
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市街化区域

郡山駅

●DID（人口集
中地区）が拡大
するなか、その
密度は減少傾
向で低密度な
市街地拡大が
進行。



◆自転車・歩行者の移動環境向上

交通を取り巻く現状と課題
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短い距離でも
自動車利用が
多い

図 距離帯別代表交通手段分担率



◆交通渋滞の緩和などに役立つ道路整備の促進

交通を取り巻く現状と課題

●中心部では、
郊外部からの
移動量の増加
や高い自動車
利用のため、各
所で混雑が発
生。
移動時間の損
失や環境負荷を
低減するため、
交通渋滞の緩
和を図る必要
がある。

●中心部では、
郊外部からの
移動量の増加
や高い自動車
利用のため、各
所で混雑が発
生。
移動時間の損
失や環境負荷を
低減するため、
交通渋滞の緩
和を図る必要
がある。
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◆過度の自動車依存からの脱却と公共交通の利用促進

交通を取り巻く現状と課題

●高齢化が進む中
郊外部では、バ
ス運行本数の少
なさや横断的な
バス路線の不足
等、バスサービ
ス水準の低い地
域が広がる。

図 現況バス路線網

郊外部で少ない
バス運行本数
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≪中心市街地の歩行者数の推移≫

人



◆基本理念

重点的に取り組むべき施策を
『重点プロジェクト』として設定

◆４つの戦略目標

実現のため

使いやすい公
共交通体系づ
くり

まちと環境に優しい
自転車・歩行者の移
動環境づくり

円滑な都市
交通を支える
道路づくり

公共交通や自転車
・徒歩への転換を
促すモビリティ・マ
ネジメントの推進

達成に向け

戦略目標１ 戦略目標２ 戦略目標３ 戦略目標４

郡山市総合都市交通戦略の概要

都市交通の将来イメージ



ビッグパレット

《重点プロジェクト》

■新駅の整備

図 新駅設置による利用圏
拡大の考え方

図 スマートインターチェンジの整備イメージ
（本線上への整備例）

図 本線直結型スマートインターチェンジの
例（白河中央スマートインターチェンジ）

《重点プロジェクト》

■スマートインターチェンジの整備

現在進行中の重点プロジェクト



使いやすい公共交通体系づくり戦略目標１

《重点プロジェクト》 交通結節点としての機能強化

図 交通結節点としての機能強化イメージ

《プロジェクトの進め方》

○パークアンドライドやサイクルアンドライドの推進

○駅前広場の整備や駅の利用環境の向上



使いやすい公共交通体系づくり戦略目標１

《重点プロジェクト》 公共交通サービスの充実 （使いやすいシステムへ）

例）ソフト施策等の検討例）まちなか循環線の拡充検討

【凡 例】

検討路線（エリア）

まちなか循環線



使いやすい公共交通体系づくり戦略目標１

《重点プロジェクト》 公共交通サービスの充実 （公共交通ネットワークの再編）

東
北
本
線

JR

新たな公共交通ネットワークのイメージ



使いやすい公共交通体系づくり

《重点プロジェクト》 市民との協働による
郡山型地域交通システムの構築

戦略目標１



郡山市総合都市交通戦略

理念 「すべての人が安心して
円滑に移動できるまち」


